
11 輸送用機器製造工場における
循環加温型空冷ヒートポンプへの更新による省エネ

この工場は、鉄道車両やコンテナを製造している輸送用機器メーカーです。2050年度のカーボンニュートラル実現を
見据え、2030年度のCO₂排出量半減の達成を目標としています。製造工程の際、特に塗装乾燥工程において、乾燥炉
熱源のエネルギー量削減が課題となっていました。
そこで、新塗装工場棟の計画に際し、従来の蒸気ボイラーに代わる新たな乾燥炉熱源として、循環加温型空冷ヒート
ポンプを導入し、エネルギーコストやエネルギー消費量、CO₂排出量の削減をしました。また、設備導入後も、さらなる
省エネルギー・省CO₂の向上を目指し、最適な運転方法の検討など、運用改善を行っており、環境長期目標達成に向けた
取り組みを実施しています。

22 アルミ鋳造工場における  
高断熱電気式保持炉への更新による省エネ

この工場では、自動車用部品を製造しており、建屋を新設した際に既設のガス式るつぼ炉を旧建屋から移設する予定
でしたが、カーボンニュートラルに向けた省エネ・CO₂排出量削減を目指し、高断熱保持炉を導入することにしました。
従来は、ガス式を採用していましたが、失火リスクの低減や維持管理が容易であることから今回、電気式の高断熱

保持炉を導入し、燃料費、メンテナンス費、CO₂の低減と省エネを実現しました。
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33 老健施設における  
高効率型空調設備および給湯設備への更新による省エネ

この老健施設では、空調に蒸気吸収式冷温水発生機（灯油）、給湯はボイラー（灯油）を使用しており、多くの燃料を
消費していたことから、省エネルギーと設備の老朽化による修繕費用の増加が課題となっていました。
そこで、初期費用の低減、保守メンテナンスの省力化が見込まれる設備受託サービスを活用し、空調はセントラル方式

から個別分散方式に変更し、給湯は灯油ボイラーからガス焚きボイラーへの更新によりエネルギー使用量およびCO₂
排出量を削減することができました。（環境省の補助金活用：民間建築物等における省CO₂改修支援事業）

44 リゾートホテルにおける  
高効率空冷ヒートポンプチラーへの更新による省エネ

この施設では、老朽化した重油焚吸収式冷温水機が年間を通して多くの燃料を消費していたことから、環境にも配慮した
高効率空冷ヒートポンプチラーに更新したことで大幅な省エネを図った事例です。
今回、更新するにあたり使用実態把握から空調ピーク容量の適正化を図るとともに利用可能な既存設備を有効活用する

ことで、コスト最小化による燃料費・CO₂削減を達成しました。

※ 電力のCO₂排出係数 ：0.435kg‒CO₂/ｋWh
    灯油のCO₂排出係数 ：2.50kg‒CO₂/ℓ
    LPGのCO₂排出係数 ：2.99kg‒CO₂/kg

※ 電力のCO₂排出係数 ：0.435kg‒CO₂/kWh
    A重油のCO₂排出係数 ：2.75kg‒CO₂/ℓ

●従来のシステムと比較して
・年間一次エネルギー使用量：29％低減
・年間CO₂排出量：39％低減※

・パッケージエアコン：981kW×112台
・ガス焚温水ボイラー：814kW×2台　

・180kW×10台（設置年：2023年4月）
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改善効果（設計上試算）

設備概要（新設機器）

●従来のシステムと比較して

●高効率空冷ヒートポンプチラー

・70kW×12台（新設）

設備概要

※ 電力のCO₂排出係数 ：0.435kg‒CO₂/kWh
    都市ガスのCO₂排出係数：2.05kg‒CO₂/Nm³

※ 電力のCO₂排出係数 ：0.435kg‒CO₂/kWh
    LPGのCO₂排出係数 ：2.99kg‒CO₂/kg

●循環加温型空冷ヒートポンプ

・年間一次エネルギー使用量：69%削減
・年間エネルギー費用：75%削減
・年間CO₂排出量：79%削減※

●従来のシステムと比較して
・年間一次エネルギー使用量：24%低減
・年間CO₂排出量：48%低減※

改善効果

設備概要

・アルミ溶湯保持重量：735kg
・ヒーター容量：8kW×2本

●高断熱電気式保持炉：16kW×1台

●従来のシステムと比較して
・年間一次エネルギー使用量：51％低減
・年間エネルギー費用：47％低減
・年間CO₂排出量：52%低減※
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検索エンジン
（Yahoo！・Googleなど）で

※これまでのパンフレットの事例はこちらのサイトでご覧いただけます。 検索エンジン
（Yahoo！・Googleなど）で

※これまでのパンフレットの事例はこちらのサイトでご覧いただけます。
https://www.denki.or.jp/committee/energysaving 電気有効活用事例 検索 https://www.denki.or.jp/committee/energysaving 電気有効活用事例 検索
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新設

高断熱保持炉

［CO₂排出量］

・従来の塗装乾燥工程では、LPGボイラーを使用。
・新設の塗装乾燥工程は、循環加温型空冷ヒート
ポンプに変更。

循環加温型空冷ヒートポンプ
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【年間のCO₂排出量で52%減】
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